
静岡県県民の森施設の整備（静岡県静岡市）

１．活用メニュー
森林空間総合整備事業のうち、森林環境教育促進整備

２．事業内容
県民の森は、県政100年を記念し、県民が自然に親しみ、

健全な野外レクリエーションを楽しむことができる場として
昭和56年に開園した。井川湖、南アルプス連山、富士山など
の眺望に恵まれている。
令和２年度は、利用者が安心して散策できる明るい林地に

誘導することを目的に、不要木や密度管理のための除伐を
行った。

３．事業実施主体 静岡県

４．事業費等

遊歩道周辺除伐後
テントサイト周辺除伐後

農山漁村地域整備交付金（共生環境整備事業）の活用事例

「天竜の森」施設の整備（静岡県浜松市）

１．活用メニュー
森林空間総合整備事業のうち、森林環境教育促進整備

２．事業内容
「天竜の森」は昭和60年に国際森林年記念林として誕生し

た「竜頭 山(1351m)を含む約95haの県有林である。
厳冬期以外は、行楽客の休憩地点や、散策、ハイキング等

の森林レクリエーション活動の場所として利用されている。
針葉樹林、広葉樹林を3つのゾーンに分けて、森林環境教育

に有効な素材、場となるような森林空間の整備を行っている。
(整備状況)

(平成11年～13年度) 森林整備等
(平成22年～令和元年度) 森林整備等
令和元年度は、間伐(0.98ha)、広葉樹林整備(0.35ha)及び
修景伐(８本)を施工した。

３．事業実施主体 静岡県

４．事業費等

（間 伐）（広葉樹林整備）

年度 事業費 うち交付金 実績等

Ｈ30 900千円 450千円 除間伐2.2ha
Ｒ元 900千円 450千円 除間伐1.3ha

森林空間総合整備事業



農山漁村地域整備交付金（共生環境整備事業）の活用事例

育種場見本園の整備（静岡県浜松市）

１．活用メニュー
森林空間総合整備事業のうち、森林環境教育促進整備

２．事業内容
県西部育種場は県立森林公園に隣接しており、公園利用

者の散策ルートや自然観察のフィールドとして利用されて
いる。
利用者が散策や観察を安全・快適に楽しめるよう不要木

を除去するとともに、見本園への植栽等を実施。森林環境
教育のフィールドとして整備した。

３．事業実施主体 静岡県

４．事業費等

（整備前） （植栽実施後）

森林空間総合整備事業

六甲山系の整備（兵庫県神戸市）

１．活用メニュー
森林空間総合整備事業のうち、森林環境教育促進整備

（除間伐） （森林作業道整備）

３．事業主体 神戸市

４．事業費等

２．事業内容
森林環境教育を促進するため、六甲山系（瀬戸内海国立公

園内）のフィールド整備を６カ年で計画的に実施。
令和２年度は、ハイキング道沿いの景観向上、防災機能向

上、生物多様性保全を目的に、森林整備（除間伐、標識設置、
森林作業道整備等）を実施。

年度 事業費 うち交付金 実績等
Ｈ30 23,760千円 11,880千円 里山林整備10.95haほか

Ｒ元 24,500千円 12,250千円 里山林整備12.00㏊ほか

Ｒ２ 24,500千円 12,250千円 里山林整備8.80haほか



農山漁村地域整備交付金（共生環境整備事業）の活用事例

船橋市地区の整備（千葉県船橋市）

１．活用メニュー
絆の森整備事業のうち、市民参加型森林整備

（事業実施後） （事業実施後）

３．事業主体 特定非営利活動法人こぴすくらぶ

４．事業費等

２．事業内容
市民の参画による森林整備を推進するため、船橋市地区の森

林整備を５カ年で計画的に実施。
令和３年度は、森林景観が悪化している森林の整備、間伐等

森林整備の推進及び森林資源の維持増進を図ることを目的に、
林内において、雑草木・不用木の除去といった森林整備を実施。

年度 事業費 うち交付金 実績等

Ｈ30 2,286千円 1,143千円
雑草木の除去0.90ha、不用
木の除去12.53ha、枝葉の
除去0.66ha

Ｒ元 2,570千円 1,285千円
雑草木の除去0.76ha、不用
木の除去12.53ha、枝葉の
除去1.55ha

Ｒ２ 1,873千円 936千円 不用木の除去11.02ha

絆の森整備事業

愛知県民の森の整備（愛知県新城市）

１．活用メニュー
絆の森整備事業のうち、市民参加型森林整備

写真１ 写真２

（下刈り）

３．事業主体 愛知県

４．事業費等

２．事業内容
豊かな森林と人とのふれあいを推進するため、「愛知県民

の森」の展示林において森林整備を実施。
平成３０年度及び令和元年度は、展示林の下刈りを実施。

年度 事業費 うち交付金 実績等
Ｈ30 3,550千円 1,775千円 下刈り12.98ha
Ｒ元 1,836千円 918千円 下刈り6.55ha



農山漁村地域整備交付金（共生環境整備事業）の活用事例

史跡清水山城館跡周辺森林の整備（滋賀県高島市）

１．活用メニュー
絆の森整備事業のうち、市民参加型森林整備

整備前 整備後

３．事業主体 高島市

４．事業費等

２．事業内容
史跡清水山城館跡周辺では、雑木林の藪化により人の立ち

入りができなくなり、また倒木等による遺構の破壊の恐れも
あった。
そこで、歴史・自然に親しめる環境づくりと遺構を適切に

維持管理する目的で、除伐・下刈り等の森林整備を実施。

年度 事業費 うち交付金 実績等
Ｈ30 1,078千円 700千円 除伐1.54ha
Ｒ元 1,000千円 700千円 除伐1.78ha
Ｒ２ 1,007千円 700千円 除伐1.15ha

絆の森整備事業



農山漁村地域整備交付金（共生環境整備事業）の活用事例

鳥取県立大山オオタカの森の整備（鳥取県大山町）

１．活用メニュー
絆の森整備事業のうち、野生生物共生林整備

（更新伐） （下刈り）

３．事業主体 鳥取県

４．事業費等

２．事業内容
「鳥取県立大山オオタカの森の保全に関する条例」に基づ

き、当該マツ林においてオオタカの営巣環境保全と林業経営
との両立を図りながら森林整備を実施。
平成２６年度から、オオタカの主要営巣林の保全・管理を

目的に更新伐（７割強度間伐）及び下刈りを実施。

年度 事業費 うち交付金 実績等
Ｈ30 3,730千円 1,865千円 更新伐1.73haほか
Ｒ元 3,784千円 1,892千円 更新伐1.90haほか
Ｒ２ 4,549千円 2,274千円 更新伐1.76haほか

絆の森整備事業

外来樹木排除による野生生物共生林の整備
（東京都小笠原村）

１．活用メニュー
絆の森整備事業のうち、野生生物共生林整備

写真１ 写真２

（施工前） （施工後）

３．事業主体 東京都

４．事業費等

２．事業内容
世界遺産となった小笠原諸島固有の野生生物と共生できる

森林・生態系の回復を目指し、島しょの生態系を脅かす、ア
カギやモクマオウ、ギンネム、キバンジロウ等の侵略的外来
樹木の排除を実施。

年度 事業費 うち交付金 実績等
Ｈ30 14,766千円 7,383千円 除伐1.01haほか
Ｒ元 20,240千円 10,000千円 除伐5.70haほか
Ｒ２ 15,932千円 7,966千円 除伐0.29haほか
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